
坂井 禎介
タイプライターテキスト
2024年10月19日　⽇本建築学会近畿⽀部⺠家部会令和６年度研究会「隠遁思想から再考する⽇本のミニマルな住まいの歴史」



2008.6









1995.5



禅の絵 「無」による雄大さの表現絵 よ 雄大さ

·









…
…

…

…

…



,p.209



2024/10/15

1

絵画から読み解く住まいの思想と美意識

京都大学大学院文学研究科
筒井忠仁

内容

はじめに
１ 山水画と「隠逸」思想
２ 詩画軸における「隠逸」
３ 障壁画と「隠逸」

おわりに

１ 山水画と「隠逸」・「ミニマリズム」

絵画におけるミニマル
20世紀 → 抽象表現主義 フランク・ステラ

古美術 → 明確な定義はない

・色数が少ない
・モチーフが少ない
・筆触が最小限

１ 山水画と「隠逸」

「隠逸」
思想の萌芽は『詩経』の時代にはすでに存在。中国南北朝期に明
確化し、唐の時代に流行。

山水画
背景描写として発展。中国南北朝期には独立した画題となる。
唐の時代に流行。「隠逸」思想と結びつく。

中国 陝西省 冨平県 乾陵陪葬墓 中国 陝西省 冨平県 李道堅墓 738年
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中国 陝西省 冨平県 李道堅墓 738年
《故宫博物院院刊》2015年第5期より

• 中国 武恵妃墓 山水図壁画
737年？

「韓休墓壁画山水図」
740ー748年
中国・西安

《考古与文物》
2014年第6期より

密陀絵盆
（正倉院模造宝物）

吉田包春作
奈良女子大学所蔵

https://adeac.jp/narajoshi-
univ/catalog/mp000130-200020

２ 詩画軸と「隠逸」

「水墨画」
唐の時代に発達。山水画と結びつく。
色数・手間・筆数などの点でミニマリズム的表現技法。
日本には平安時代末までには流入。近代における洋画のような存在。
室町時代に詩画軸として流行

「詩画軸」

下方に絵を描き、上方にその絵の内容にあった漢詩を書き表すもの。
詩の面白さ、書の美しさ、画の趣きが一体となる詩書画一致の境地を目指す。

５つの題材
書斎図、送別図、詩意図、実景図、禅機図。
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国宝
渓陰小築図
伝明兆筆

応永20年（1413）序
金地院蔵

国宝
渓陰小築図
伝明兆筆

応永20年（1413）序
金地院八窓席床の間にて

重要文化財
舟行送別図
伝周文筆

京都国立博物館蔵

国宝
柴門新月図

応永12年（1405）賛
藤田美術館蔵

重要文化財
芭蕉夜雨図

応永17年（1410）賛

国宝
瓢鯰図
如拙筆

応永22年（1415）以前
退蔵院蔵

13 14

15 16

17 18



2024/10/15

4

国宝
渓陰小築図
伝明兆筆

応永20年（1413）序
金地院蔵

絵画の向こうに憧れの地・中国を見る。

隠逸先は理想の中国 桃源郷、徂徠山・・・
隠者のモデルも中国の文人 白楽天、李白・・・
（隠逸の型 四愛、西湖、瀟湘八景、太公望、李白観瀑・・・）

憧れの二重のベクトル →隠逸 →中国

現実と絵画は主体と客体の関係 山水図
岳翁蔵丘筆

延徳2年（1490）賛
個人蔵

「可坐而収蓄者、蓋画使然也。」
「若労渡渉倦、登臨可能哉。」
「泯真仮於胸中」
「満願回仏、・・・豈真仮可二乎。」
「由仮以入真、則禅寂之境、吟哦之興、決無它塗」
「以為画則不可參於心。究于源・・・」

真と仮の二重性
絵の中の理想郷と現実世界
目的としての真理の世界と媒介としての絵画（山水画）

これらの区別を取り払う
現実と絵画世界が融合
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３ 障壁画と「隠逸」

鎌倉末までには水墨山水障壁画が登場。

現存遺品は15世紀末以降。

国宝
法然上人絵伝 巻４ 部分

14世紀
知恩院蔵

重要文化財
真珠庵方丈障壁画

延徳三年（1491）頃 真珠庵蔵

３ 障壁画と「隠逸」

現実のイリュージョン 没入感を誘発
現実と絵画が一体化

希世霊彦「題画錦雞」『村庵藁』

而吾大人相君、賜之典厩公、公之心愛焉而不置、俾丹青貌其状、而張
之所居小閣之壁・・・余因竊見其堦前、則有馴蓄者、見其壁上、則有
写生者、于壁于堦、両禽相向、是一隻而成一双

「臥遊」

宗炳『画山水序』

「臥以遊之」
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重要文化財
真珠庵方丈障壁画

延徳三年（1491）頃 真珠庵蔵

おわりに

桃山時代の山水画
遊びの情景をクローズアップ
隠逸から遊楽へ

国宝
聚光院障壁画のうち琴棋書画図 部分
狩野永徳筆 16世紀 聚光院蔵
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市
中
の
⼭
居

―
侘

数
寄

の
茶

室
の

発
⽣

―

⽇
本

建
築

学
会

近
畿

⽀
部

⺠
家

部
会

令
和

６
年

度
研

究
会

「
隠

遁
思

想
か

ら
再

考
す

る
⽇

本
の

ミ
ニ

マ
ル

な
住

ま
い

の
歴

史
」

20
24

10
19

桐
浴

邦
夫

KI
RI

SA
KO

Ku
ni

o

ジ
ョ

ア
ン

・
ロ

ド
リ

ゲ
ス

（
Jo

ão
 R

od
rig

ue
s T

çu
zu

）
：

15
59

-1
62

9
ポ

ル
ト

ガ
ル

⼈
の

イ
エ

ズ
ス

会
⼠

で
カ

ト
リ

ッ
ク

教
会

司
祭

天
正

5(
15

77
)年

来
⽇

慶
⻑

15
(1

61
0)

年
徳

川
家

康
の

命
に

よ
り

追
放

『
⽇

本
教

会
史

』
岩

波
書

店
⼤

航
海

時
代

叢
書

第
9（

19
67

）
、

第
10

（
19

70
）

2

市
中

の
⼭

居
（

本
数

寄
か

ら
侘

数
寄

）

こ
の

都
市

に
あ

る
こ

れ
ら

の
狭

い
⼩

家
で

は
、

た
が

い
に

茶
に

招
待

し
合

い
、

そ
う

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
こ

の
都

市
が

そ
の

周
辺

に
⽋

い
て

い
た

爽
や

か
な

隠
退

の
場

所
の

補
い

を
し

て
い

た
。

む
し

ろ
、

あ
る

点
で

は
、

彼
ら

に
は

こ
の

様
式

が
純

粋
な

隠
退

よ
り

も
ま

さ
る

と
考

え
て

い
た

。
と

い
う

の
は

、
都

市
そ

の
も

の
の

中
に

隠
退

所
を

⾒
出

し
て

、
楽

し
ん

で
い

た
か

ら
で

あ
っ

て
、

そ
の

こ
と

を
彼

ら
の

⾔
葉

で
、

市
中

の
⼭

居
xi

ch
û

no
 s

an
ki

oと
い

っ
た

。
そ

れ
は

街
辻

（
プ

ラ
ッ

サ
）

の
中

に
⾒

出
さ

れ
た

隠
退

の
閑

居
と

い
う

意
味

で
あ

る
。

こ
の

流
儀

は
⼤

い
に

取
り

⼊
れ

ら
れ

て
い

っ
た

の
で

、
茶

の
湯

ch
an

oy
uを

嗜
ん

で
い

た
す

べ
て

の
⼈

を
い

っ
そ

う
満

⾜
さ

せ
る

に
⾄

り
、

そ
の

茶
の

湯
ch

an
oy

uは
、

堺
の

中
ば

か
り

で
は

な
く

、
他

の
地

⽅
で

も
、

東
⼭

の
古

い
流

儀
を

捨
て

て
、

す
べ

て
の

⼈
が

そ
れ

に
追

従
し

た
。

『
⽇

葡
辞

書
』

（
16

03
）

に
み

る
「

市
中

の
⼭

居
」

と
「

⼭
居

」
と

「
閑

居
」

■
「

市
中

Xi
ch

ŭ」
の

項
⽬

の
「

市
中

の
⼭

居
Xi

ch
ŭn

o
sã

qi
o」

広
場

や
市

場
の

中
に

居
て

、
隠

者
で

あ
る

こ
と

。
す

な
わ

ち
、

⼈
中

に
ま

じ
っ

て
い

な
が

ら
僧

侶
や

隠
遁

者
で

あ
る

こ
と

を
や

め
な

い
こ

と
。

⇨
「

市
中

の
⼭

居
」

に
は

、
⼈

中
に

交
じ

っ
て

僧
侶

や
隠

遁
者

で
あ

る
こ

と
を

や
め

な
い

こ
と

・
・

・
こ

こ
で

は
建

築
の

こ
と

で
は

な
く

、
僧

侶
あ

る
い

は
隠

者
と

い
う

⼈
の

こ
と

⇨
「

市
中

隠
」

の
こ

と
で

は
な

い
か

・
・

・
（

後
述

）

■
「

⼭
居

Sa
nq

io
」

の
項

⽬
Ya

m
an

i i
ru

. (
⼭

に
居

る
) ⼈

気
の

な
い

所
と

か
⼭

の
中

と
か

に
住

む
こ

と
。

⇨
⼭

の
中

に
住

む
こ

と
・

・
・

⼭
で

の
⽣

活
（

⾐
⾷

住
）

お
よ

び
そ

の
⼼

の
状

態
・

・
・

隠
遁

・
隠

棲
⽣

活
（

⾐
⾷

住
、

⼼
の

状
態

）
を

⽰
す

。
僧

侶
・

隠
者

と
い

う
意

味
は

直
接

は
な

い
（

広
義

と
し

て
は

あ
る

）

⇨
『

⽇
葡

辞
書

』
の

中
に

混
乱

が
⾒

ら
れ

る
⇨

こ
の

時
期

に
こ

の
⾔

葉
の

意
味

が
⼤

き
く

変
化

し
て

き
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ら

れ
る

「
市

中
隠

」

■
「

市
中

の
⼭

居
」

と
い

う
⾔

葉
は

、
『

⽇
本

教
会

史
』

、
『

⽇
葡

辞
書

』
に

掲
載

そ
れ

以
前

に
は

⾒
ら

れ
な

い
（

管
⾒

）
、

近
い

と
み

ら
れ

る
⾔

葉
で

「
市

中
隠

」
が

あ
る

■
『

⼆
⽔

記
』

（
鷲

尾
隆

康
）

天
⽂

元
年

（
15

32
）

9⽉
6⽇

御
帰

蹄
路

之
次

宗
珠

茶
屋

御
⾒

物
、

⼭
居

之
躰

尤
有

感
、

誠
可

謂
市

中
隠

、
當

時
數

奇
之

張
本

也
⇨

後
述

■
『

⼀
休

和
尚

年
譜

』
宝

徳
元

年
（

14
49

）
師

五
⼗

六
歳

、
⼀

⽇
、

街
頭

逢
僧

、
問

師
⽇

、
市

中
有

隠
否

、
師

⽈
、

有
、

僧
⽈

、
如

何
是

市
中

隠
、

師
⽈

、
何

似
⽣

、
僧

無
語

、
師

打
僧

⽈
、

⿓
頭

蛇
尾

漢
、

⇨
市

中
に

隠
者

が
居

る
か

居
な

い
か

の
問

答
⇨

「
市

中
隠

」
は

隠
者

の
こ

と
、

町
の

中
に

い
る

隠
者

■
『

経
国

集
』

（
平

安
時

代
）

帰
休

独
臥

寄
⾼

雄
⼭

寺
空

海
上

⼈
（

⼩
野

岑
守

）
の

⾔
葉

と
し

て
「

寄
⾔

陵
藪

客
、

⼤
隠

隠
朝

市
」

⇨
「

⼤
隠

」
と

は
朝

市
す

な
わ

ち
市

中
に

い
る

隠
者

⇨
つ

ま
り

悟
り

を
得

た
⼈

は
、

そ
の

住
み

か
は

、
⼭

中
で

も
、

町
中

で
も

関
係

な
い

⇨
こ

れ
は

「
市

中
隠

」
と

同
じ

意
味



「
市

中
隠

」

■
『

⼆
⽔

記
』

（
鷲

尾
隆

康
）

天
⽂

元
年

（
15

32
）

9⽉
6⽇

御
帰

蹄
路

之
次

宗
珠

茶
屋

御
⾒

物
、

⼭
居

之
躰

尤
有

感
、

誠
可

謂
市

中
隠

、
當

時
數

奇
之

張
本

也

⇨
宗

珠
の

茶
屋

を
⾒

物
し

た
。

そ
の

「
⼭

の
中

の
よ

う
な

鄙
び

た
住

ま
い

⽅
」

に
は

感
（

深
く

⼼
に

感
じ

る
も

の
）

が
あ

る
。

い
わ

ば
「

市
中

に
住

む
隠

遁
者

」
の

よ
う

だ
。

⇨
「

⼭
居

」
に

は
、

「
⼭

の
中

に
住

む
こ

と
」

（
⽇

葡
辞

書
）

と
の

意
味

が
あ

り
、

「
⼭

居
の

躰
」

の
⾔

葉
に

は
、

⽣
活

ス
タ

イ
ル

と
し

て
の

⾐
⾷

住
が

含
ま

れ
る

、
つ

ま
り

住
空

間
の

こ
と

を
含

む
住

ま
い

⽅
の

こ
と

を
⽰

す
と

考
え

ら
れ

る
（

加
藤

繁
⽣

：
「

市
中

隠
」

お
よ

び
「

⼭
居

」
の

語
義

に
つ

い
て

（
史

迹
と

美
術

20
17

08
 ）

に
お

い
て

、
「

⼭
居

」
の

語
に

つ
い

て
住

居
の

意
を

否
定

す
る

。
し

か
し

暮
ら

し
ぶ

り
と

考
え

る
な

ら
ば

住
居

の
意

は
含

ま
れ

る
）

（
参

考
）

■
『

蔭
凉

軒
⽇

録
』

延
徳

2年
（

14
90

）
12

⽉
1⽇

の
条

往
慈

泉
著

布
⾐

囲
炉

茶
話

及
深

更

⇨
慈

泉
庵

を
訪

れ
て

、
布

⾐
（

ふ
い

）
を

着
て

炉
を

囲
み

、
茶

を
飲

み
な

が
ら

話
を

し
て

い
る

う
ち

に
深

夜
に

な
っ

た
。

⇨
こ

の
空

間
は

囲
炉

裏
が

あ
り

、
「

布
⾐

」
す

な
わ

ち
庶

⺠
の

服
を

着
て

、
炉

を
囲

ん
で

、
茶

を
飲

ん
だ

⇨
将

軍
に

も
近

し
い

蔭
凉

軒
主

（
⻲

泉
集

証
）

が
、

庶
⺠

の
く

ら
し

に
⾝

を
や

つ
し

茶
を

飲
む

（
つ

ま
り

隠
棲

に
つ

な
が

る
）

あ
ら

た
め

て
「

市
中

の
⼭

居
」

「
隠

」
・

・
・

隠
者

の
こ

と
、

通
常

は
⼭

中
な

ど
に

住
む

。
こ

の
⾔

葉
に

直
接

的
な

建
築

と
し

て
の

意
味

は
な

い
「

市
中

隠
」

・
・

・
市

中
に

住
む

隠
者

。
「

⼤
隠

」
と

も
。

悟
り

き
っ

た
隠

者
は

、
そ

の
居

所
に

こ
だ

わ
り

は
な

い
「

⼭
居

之
躰

」
・

・
・

⼭
の

中
の

く
ら

し
の

形
態

（
⾐

⾷
住

を
含

む
、

隠
者

の
住

み
⽅

も
含

む
）

や
が

て
「

市
中

の
⼭

居
」

の
⾔

葉
が

出
現

「
市

中
隠

」
と

⾔
葉

の
意

味
が

交
錯

『
⽇

葡
辞

書
』

・
・

・
隠

者
の

意
、

ま
た

⼀
⽅

で
「

⼭
居

」
に

つ
い

て
は

そ
の

⽣
活

を
意

味
す

る
・

・
・

⽭
盾

『
⽇

本
教

会
史

』
・

・
・

と
い

う
の

は
、

都
市

そ
の

も
の

の
中

に
隠

退
所

を
⾒

出
し

て
、

楽
し

ん
で

い
た

か
ら

で
あ

っ
て

、
そ

の
こ

と
を

彼
ら

の
⾔

葉
で

、
市

中
の

⼭
居

xi
ch

û
no

 s
an

ki
oと

い
っ

た
。

そ
れ

は
街

辻
（

プ
ラ

ッ
サ

）
の

中
に

⾒
出

さ
れ

た
隠

退
の

閑
居

と
い

う
意

味
で

あ
る

。

⇨
「

隠
退

所
」

と
い

う
場

所
、

そ
こ

で
楽

し
む

と
い

う
⽣

活
⇨

「
隠

退
の

閑
居

」
と

い
う

隠
者

の
静

か
な

⽣
活

⇨
「

市
中

の
⼭

居
」

は
、

市
中

に
お

け
る

隠
者

の
静

か
な

⽣
活

、
お

よ
び

そ
の

⼼
の

状
態

、
そ

れ
は

⾐
⾷

住
を

含
む

も
の

和
泉

草
紹

鷗
の

床
ナ

シ
四

畳
半

⽇
葡

辞
書

〔
１

６
０

３
〜

０
４

〕

「
Gu

en
qu

an
 （

ゲ
ン

ク
ヮ

ン
）

〈
訳

〉
そ

こ
を

通
っ

て
、

チ
ャ

ノ
ユ

に
⾏

く
、

⼾
⼝

、
⾨

。
同

語
。

内
側

の
⾨

で
、

そ
こ

を
通

っ
て

⼈
の

家
に

⼊
っ

て
⾏

く
」

7
8

⽞
関

（
『

国
史

⼤
辞

典
』

）
：

⽞
妙

に
⼊

る
の

⾨
、

幽
⽞

の
道

の
⼊

⼝
の

意
で

あ
っ

て
、

本
来

禅
⾨

に
⼊

る
こ

と
を

意
味

し
た

が
、

建
築

に
転

じ
て

、
⽅

丈
の

隅
か

ら
南

に
突

出
す

る
⼊

⼝
の

部
分

を
指

し
て

い
う

。
元

弘
元

年
（

⼀
三

三
⼀

）
に

作
製

さ
れ

た
「

建
⻑

寺
伽

藍
指

図
」

に
、

⽅
丈

の
⼊

⼝
を

「
⽞

関
」

と
記

し
て

い
る

の
が

記
録

と
し

て
は

最
も

古
い

。
⽅

丈
の

⽞
関

は
⼟

間
の

廊
で

、
南

端
あ

る
い

は
側

⾯
の

端
に

扉
を

設
け

て
⼊

⼝
と

し
、

内
側

を
吹

放
し

と
す

る
。

室
町

時
代

さ
ら

に
転

じ
て

、
⽅

丈
の

み
な

ら
ず

武
家

の
邸

宅
の

中
⾨

・
⾞

寄
を

指
し

て
⽤

い
た

例
も

あ
る

が
、

こ
の

語
が

広
く

普
及

し
た

の
は

江
⼾

時
代

で
あ

っ
て

、
武

家
・

町
⼈

の
住

居
に

造
ら

れ
た

正
⾯

の
⼊

⼝
を

指
し

て
い

う
よ

う
に

な
っ

た
。

（
稲

垣
栄

三
）

⽞
関

の
語

源
（

『
⽇

本
国

語
⼤

辞
典

』
）

：
「

⽼
⼦

」
の

「
⽞

之
⼜

⽞
、

衆
妙

之
⾨

」
、

つ
ま

り
⽞

妙
に

⼊
る

⾨
の

意
か

ら
〔

嬉
遊

笑
覧

・
三

省
録

・
⼤

⾔
海

〕
。

⽞
々

の
関

⾨
の

義
か

ら
〔

類
聚

名
物

考
・

它
⼭

⽯
〕

。

『
壺

中
爐

談
』

（
⽴

花
実

⼭
）

・
・

・
世

間
の

塵
垢

染
を

離
れ

⼀
⼼

清
浄

の
無

⼀
物

底
を

強
い

て
名

付
け

て
⽩

露
地

と
い

ふ
。

其
の

⼼
地

の
外

相
は

樹
⽯

天
然

の
⼀

庭
な

り
。

さ
れ

ば
市

中
宅

辺
に

⾃
然

の
地

形
勝

概
ま

れ
な

る
故

に
⽊

を
植

え
⽵

を
群

し
朝

⼣
の

露
を

愛
で

,⽉
雪

に
し

深
か

ら
ぬ

庭
の

う
ち

も
お

の
づ

か
ら

芳
野

葛
城

の
興

趣
を

お
も

ひ
・

・
・



図
A

左
隻

第
⼆

扇
図

B
左

隻
第

四
扇

『
洛

中
洛

外
図

』
歴

博
甲

本
坪

ノ
内

・
・

・
⼀

坪
（

約
3.

3㎡
）

あ
る

い
は

⼀
坪

半
程

度
の

⼩
さ

な
庭

『
⼭

上
宗

⼆
記

』
（

天
正

14
（

15
86

）
、

天
正

16
（

15
88

）
）

昔
モ

珠
光

ハ
北

向
・

右
勝

⼿
、

坪
ノ

内
⼆

⼤
ナ

ル
柳

⼀
本

在
⇨

珠
光

・
・

・
14

23
〜

15
02

、
茶

道
の

祖
⇨

柳
が

⼀
坪

程
度

の
坪

ノ
内

に
は

お
さ

ま
ら

な
い

『
紹

鷗
遺

⽂
』

「
池

永
宗

作
へ

の
書

」
（

16
世

紀
半

ば
）

庭
ノ

垣
ハ

⾊
々

ニ
ス

ル
ト

云
ト

モ
⼟

カ
ベ

尤
も

ヨ
シ

ヨ
イ

コ
ロ

ノ
⼩

⽯
ヲ

ソ
ヱ

テ
ス

ル
ナ

リ
⽔

を
打

テ
ハ

幽
ニ

⽯
ア

ラ
ワ

レ
テ

コ
ヒ

ル
也

⇨
庭

の
垣

は
⼟

塀
が

良
い

（
現

代
の

⼀
般

の
垣

の
イ

メ
ー

ジ
は

植
物

こ
こ

で
は

⼟
塀

が
良

い
）

⇨
⼩

⽯
が

敷
い

て
あ

る
だ

け
の

何
も

な
い

空
間

（
植

物
を

植
え

た
形

跡
は

こ
の

⽂
に

な
い

）
⇨

⼩
⽯

に
⽔

を
打

つ
こ

と
に

よ
っ

て
、

「
コ

ヒ
ル

」
す

な
わ

ち
、

古
び

て
趣

あ
る

よ
う

に
な

る
⇨

特
に

「
坪

ノ
内

」
の

⾔
葉

を
使

⽤
し

て
い

な
い

、
し

か
し

、
ま

さ
に

「
坪

ノ
内

」
の

こ
と

を
記

し
て

い
る

・
・

・
す

な
わ

ち
「

垣
」

は
「

坪
ノ

内
」

を
⽰

し
て

い
る

「
坪

ノ
内

」
お

よ
び

「
垣

」
に

つ
い

て

『
宗

⻑
⼿

記
』

⼤
永

6年
（

15
26

）
8⽉

15
⽇

下
京

茶
湯

と
て

、
此

⽐
数

寄
な

ど
い

ひ
て

、
四

畳
半

敷
・

六
畳

敷
を

の
を

の
興

⾏
。

宗
珠

さ
し

⼊
、

⾨
に

⼤
な

る
松

有
、

杉
あ

り
。

垣
の

う
ち

清
く

、
蔦

落
葉

五
葉

六
葉

い
ろ

こ
き

を
⾒

て
⇨

下
京

で
あ

る
か

ら
、

⼤
き

な
邸

宅
で

は
な

く
、

⼩
さ

な
庭

を
備

え
た

町
家

と
考

え
ら

れ
る

⇨
町

家
の

裏
庭

に
「

垣
」

で
囲

っ
た

庭
が

あ
っ

た

※
『

⼭
上

宗
⼆

記
』

に
記

さ
れ

た
、

珠
光

の
茶

室
の

「
坪

ノ
内

ニ
⼤

ナ
ル

柳
⼀

本
在

」
の

意
味

が
理

解
さ

れ
る

。
つ

ま
り

こ
こ

で
「

坪
ノ

内
」

と
い

っ
て

い
る

の
は

、
⼭

上
宗

⼆
が

天
正

時
代

（
16

世
紀

後
半

）
に

使
っ

た
⾔

葉
15

世
紀

末
か

ら
16

世
紀

初
頭

に
か

け
て

は
、

使
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
そ

の
当

時
は

、
「

垣
」

と
呼

ぶ
の

が
⼀

般
的

町
家

の
裏

庭
を

囲
っ

た
「

垣
」

は
茶

の
湯

の
た

め
に

、
都

市
の

雑
踏

と
区

切
り

を
つ

け
る

た
め

、
必

要
な

装
置

で
あ

っ
た

。
そ

う
い

う
も

の
が

珠
光

の
茶

室
に

備
わ

っ
て

い
た

具
体

的
に

「
市

中
の

⼭
居

」
と

は

町
に

住
む

⼈
々

の
住

居
「

町
家

」
の

裏
庭

に
「

垣
」

（
図

A）
を

め
ぐ

ら
せ

て
、

そ
の

中
に

樹
⽊

を
植

え
、

⼩
さ

な
家

を
建

て
（

あ
る

い
は

元
か

ら
あ

っ
た

⼩
さ

な
家

を
利

⽤
し

）
茶

の
湯

な
ど

を
⾏

っ
て

い
た

や
が

て
そ

の
庭

も
、

な
に

も
な

い
、

よ
り

⼩
さ

な
庭

を
造

る
よ

う
に

な
っ

た
お

そ
ら

く
「

市
中

隠
」

の
考

え
⽅

が
影

響
し

、
具

体
的

な
⼭

中
に

似
せ

る
必

要
が

無
く

な
っ

た

た
だ

し
町

家
の

裏
庭

は
市

⺠
の

⽇
常

的
な

⽣
活

空
間

の
⼀

部
よ

っ
て

、
最

低
限

の
囲

い
を

造
っ

た
・

・
・

こ
れ

が
「

坪
ノ

内
」

（
図

B）



『
松

屋
会

記
』

慶
⻑

13
年

2⽉
25

⽇
『

松
屋

会
記

』
慶

⻑
14

年
5⽉

13
⽇

『
⼭

上
宗

⼆
記

』

千
少

庵
に

よ
る

利
休

三
畳

⼤
⽬

の
復

元
（

京
都

屋
敷

）

千
利

休
、

⼤
坂

屋
敷

三
畳

⼤
⽬

「
坪

ノ
内

」
か

ら
「

⼟
間

庇
」

妙
喜

庵
待

庵
平

⾯
図

14

「
坪

ノ
内

」
か

ら
「

⼟
間

庇
」

の
変

化

躙
⼝

の
発

⽣
「

ひ
ら

か
た

の
⾈

付
に

く
ぐ

り
に

て
出

る
を

侘
び

て
⾯

⽩
し

」
（

「
利

休
居

⼠
伝

書
」

）

「
躙

⼝
」

最
古

の
遺

構
、

待
庵

（
天

正
10

年
、

15
82

）
頃

・
・

・
「

⼟
間

庇
」

を
備

え
る

『
⼭

上
宗

⼆
記

』
の

利
休

⼤
坂

屋
敷

、
待

庵
の

2〜
3年

後
・

・
・

「
坪

ノ
内

」
と

「
⼟

間
庇

」
を

備
え

る

15
80

年
代

が
、

「
坪

ノ
内

」
か

ら
「

⼟
間

庇
」

へ
の

過
渡

期
か

（
仮

説
）

「
市

中
隠

」
の

考
え

⽅
か

ら
、

「
坪

ノ
内

」
す

ら
省

略
⾃

然
と

と
も

に
暮

ら
す

庶
⺠

住
宅

の
「

⾒
⽴

て
」

⇨
の

ち
に

⾔
う

「
侘

数
寄

の
茶

室
」

の
成

⽴
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